




体験の経過 ・H ・H ・..
E 現在の心境を省みる …...
あとが き…. 
はじめにi… …一てあらためて…目的問ι た し
かし，これまでの17'*の教職経験の中で知り得た 「直接体験に学ぶJという，そのものに生きてみる方
法よbほかK学ぶすべを知らなかったのである。




できない ，将来K対する自己の課題であると考えている。 カクンセラーを志しながら， 自己研修と して





以下の rJ JとrU Jはl速の体験事実1'1:ついて使宜上 2つの観点Kょったものであるがそれは過去
むこととして ，しだいに移狸がつきながらも，現実Kは今も意味は変わりつ』ある。
したがって，現在の心境を書き終えた時1'1:V;J_ ，それも過去のものとなるが ，捨て られるものと念った
のではなく，現在K活用される有必なものとなるのだといえる。
i 1 Jは， 1年聞の体験事実を主観的な側面から経過的K記述することKよって， i日」でのべる心










たったといえる。 したがって ，懸念の連続であり経験事実は ，そのものと しては理解できず ，頭痛とか ，
偏食 ， 強迫的念 し爵等が起タ念がら異常であるという実感さえも抑圧して しまうほどI'C~(なっていた
といえュる。




える。川健全性 拡大 .自尊 ，解放 ，創造 ，柔軟 ，自信 ，安定 ，融通 ，明快.EI愛 ，気vcせず等



























見分けるすべも しらず ，しだいKなののきを感じながら ，身を引く こととか ，立ち止るとかを不徳とい
う価値と結びつけ ，ひたむきK暗黒の虚無の世界をはい廻る思いであった。
自己の混乱を反映した ，苦しさ ，いらだたしさ等の感情も無知や不徳等の価値と結びつり ，じっと こ


















っていた関係が続き ，やがて気分が楽になりながらも ，それは ，かかわbからの執着を解〈という感じ
であった。あらためて ，見直したい気持と左っている。)
< 10貝>
真に苦しみに耐えきれなくなって ，クライエシ トとしての経験が ，カウンセラ ーの資質向上Kも役立








































場合は ，保憎し.c僚の到米を待とうと した。その感情が過去や厳格Kょったものか ，或笑のものか注意
深〈自己K問うてみる気持が生まれた。自己自身は ，信じやす 〈虚構K気づかず傷つきやす 〈依存性の

































C 1 ) 依存・抑圧期 気づかないままK堅い枠組みの中で生き.外K規準を求めていた。









10 日常をななうようK左る。ゃb場のなし、自己の兵華を求めて ，脅!t我とか理想、の心境を求めるが，]~ 
) ますます，現実離れした観念のとりとと左t>'その中で幻との出合いを(t返している。










( 3 ) 解放 ・伸展期 気づいた白己と して ，あらえな生成を主主ねつ〉現実感が始まる。
⑤ 吉~ていたものに気づいた実感を得ながら ， 恐怖激情の中K生きることに精根の阪タをつ〈
? した。しだいKなさまってい〈自己を感ずる中で ，恐怖は気づかない自己自身の動橋の実感で





























































身をも っ℃感じた。~円初めて両親と思いのま ~ I'C語 b合いながら ， 不思議と救われる気持であっ
た。わた〈しの苦悩は年代をさかのぼって ，両親をもさい念んでいるものであることを飾り罪とが
の意識によらず ，明るい気分でな互いをさいなんでいるものを語り合った。傍観していた妻は不思
議な光景と評したが，わた〈しも同感であった。現実をどう終じて生きるかの鍵はその人の掌中K
あるよう K思う。自己の生きがいと責任をあらためて感じる。 ζの報告を執築したのは高沢清で~
る。
